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音楽とは、いったい何なのでしょうか？ 現代はさまざまな種類の音楽が絶えず消費されてい
る一方で、一般に音楽とは受けとられにくい音楽が存在しています。音楽といえるものと音
楽とはいえないもの、それらは明確な境界線で隔てられるものなのでしょうか？ 私たちはど
のような判断でそれらを分けるのでしょうか？ 近代の幕開けとともに、音楽をふくめた芸術
表現はさまざまな拡がりを見せつつ激変し、今もその途上にあります。「音楽から音楽ではな
いものへの変容」や「音楽ではないものの音楽への転移」なども、そのひとつです。二つ
の〈ワークショップ〉では、「耳を澄まし感覚を開く」ことを通して「物音も音楽になりうる」
ことを体感します。〈シンポジウム＋映画上映〉では、「物音による音楽（ミュージック･コンクレー
ト＝具体音楽）」の創始者であるピエール･シェフェール（1910-1995）の創作を題材にし
たドキュメンタリー映画を上映し、さらに多彩なパネラーの方々のトークによって、「音楽以外
のものへ」あるいは「音楽以上のものへ」と拡張する音楽の新たな表現の可能性を考えます。

入場･参加無料
※〈ワークショップ〉のみ事前申込制（参加無料）：いずれも定員 20 名･中学生以上対象、小学生の参加
は保護者の同伴をお願いいたします。それぞれの参加希望のプログラムを　 （11月28日）、　 （12月19日）
と番号で明記し、「住所・氏名・年齢・連絡先電話番号」をお書きの上、宛先を「SMF・音楽という表
現の拡がりとともに係」として、①メール（takuro@ia.dendai.ac.jp）②ファックス (048-824-0118）③ハガ
キ（〒330-0061 埼玉県さいたま市浦和区常盤 9-30-1 埼玉県立近代美術館）のいずれかでお送りくださ
い。先着順に受付け、定員になり次第締め切り、ホームページ（http://artplatform.jp）でお知らせいたします。
※〈シンポジウム＋映画上映〉（2011年1月16日）は当日、会場へお越しください（申込不要）。先着50名。

主催：埼玉県立近代美術館「交差する風・織りなす場」実行委員会
〒330-0061  埼玉県さいたま市浦和区常盤 9-30-1（JR京浜東北線「北浦和」西口徒歩3分。東京方面からは「大宮」
行をご利用ください）
協力：東京電機大学理工学部、「音と音楽･創作工房116」、NPO法人アートバーブズフォーラム
問い合わせ：埼玉県立近代美術館「交差する風・織りなす場」実行委員会事務局
tel : 048-824-0110 ／ fax : 048-824-0118 ／ e-mail : SMF.info@artplatform.jp 
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MOMAS音モンタージュワークショップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2010年12月19日（日）
11:00～17:00  昼食（12：30～13：30）は各自となります。　
埼玉県立近代美術館３階講座室
講師：柴山拓郎

音楽的な知識は不要です。音なら何でも！ 机を叩く音、キーホルダーの音、しゃべる声、
どんな物音からも音楽が作れます。その場で物音を録音して、コンピュータで切り貼
りして音楽を作ってみましょう！ 最後に参加者によるミニコンサートを実施。また、制作
した音楽はCDに焼いてお持ち帰りいただき、ご家庭のオーディオでお楽しみ下さい。

「記憶の投影」サウンド･オブジェ
2010年11月16日（火）～2011年1月16日（日）
埼玉県立近代美術館１階エントランスホール
制作：東京電機大学理工学部「作曲･音楽文化研究室」

美術館の周辺には、街を行き交う人びとや車の物音、虫や鳥たちが告げる季節の音などが響いてい
ます。そして、美術館という建物もまた、利用する人たちの話し声や足音などを響かせながら日 を々過
ごしています。それらの物音を美術館の記憶としてとらえ、「サウンド･オブジェ」としてエントランスホー
ルに空間投影します。

MOMAS
サウンドスケープ
ワークショップ
2010年11月28日（日）
13:00～16:00
埼玉県立近代美術館３階講座室
講師：柴山拓郎

美術館はどんな「音」？  街はどんな音？  耳を澄まし
て感覚を開き、私たちを取り囲む「物音」を聞いて
みましょう。どんな音たちが聞こえてくるでしょうか、そ
してそれらはどんな音なのでしょうか。そして、その音
たちを私たちはどうやってヒトに伝えることができるで
しょうか。そこには、「音の風景＝サウンドスケープ」
から拡がる不思議な世界があります。

シンポジウム
「音楽という表現の
拡がりとともに」
2011年1月16日（日）
13:00～17:00　
埼玉県立近代美術館２階講堂
●トークセッション
「音楽という表現の拡がりとともに」
パネラー ： 伊藤俊治（美術評論･東京藝術大学教授）
　　　　　沼野雄司（音楽学･桐朋学園大学准教授）
　　　　　古川聖（作曲家･東京藝術大学准教授）
　　　　　成田和子（作曲家･同志社女子大学教授）

●映画上映
《ピエール･シェフェールの音楽のレッスン～
ミュージックコンクレートから音楽そのものへ》
La  leçon  de  mus ique  de  P ie r re  
Schaeffer : de la musique concrète à la 
musique même 
1978年ナット･リレンシュタイ監督

音楽･美術ともに、それぞれの表現領域を大きく拡張してき
た背景や要因について「近代」をキーワードに概観します。 
映画上映では、今年生誕 100 周年を迎える、ミュージック･
コンクレートの創始者ピエール･シェフェール（1910-1995）
の美学と哲学をとらえた映画を上映。音楽分野･美術分野双
方の専門家を招き、それぞれのジャンルを越境する今後の表
現の可能性を探ります。
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